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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、海洋構造物等の疲労寿命推定に関して、位相差を有する多軸応力解析と表面・埋没き裂の

成長履歴推定の方法論で寿命予測を確立することを目標としたもので、研究は概ね順調に進展している

と見込まれる。 
例えば、多軸応力解析では位相差が考慮可能な寿命予測法を開発し、その精度が検証されている。ま

た、き裂の進展予測に関しても高精度な予測を実現しており当初目標を達成している。 
しかし、現状でみると査読付きの論文掲載が少なく、今後は得られた研究成果を国際的な学術誌を中

心に積極的に投稿していくことを期待する。 

検証結果   研究進捗評価結果で見込まれたとおりの研究成果が達成された。 
当初の研究目的である二軸応力状態における疲労き裂伝播寿命推定法を開発するとと

もに、き裂開閉口挙動を考慮した疲労き裂成長シミュレーション手法を構築し、高精度な

予測に成功しており、当初の予定どおりの成果が達成されている。 
 開発された手法は、海洋構造物等の疲労寿命推定のための重要な成果であるので、今後

の国際誌への論文発表によって研究成果のより社会的な周知を期待する。 
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